
給湯のロジックは、下図の通りです。
新ロジックでは、給湯需要(Liter/人・日)について、計算に直接使用していない為、敢えて表示しないことにしました。
その為、「事業主基準に基づく」とだけ結果シートに表現しています。

間接的には、後述の図「４人世帯を基準とする給湯需要⽐率」の計算の中で事業主基準の解説書(下記のp.217)にある日本の給湯
需要の統計データを丸めた値を利用しています。
http://ees.ibec.or.jp/documents/img/kaisetsu200903_06_kyuutou.pdf

しかし、この統計データの給湯需要は日本全体の平均値であり、各地域区分毎の給湯エネルギー、給湯負荷の統計データと完全一致し
ている保証がない為、敢えて表示しておりません。
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